
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

指標の推移

講座数

平成21年度実績

17人

平成21年度決算（実績）

参加者/定員×１００

平成20年度決算（実績）

16.8人17.5人

81.20%

９１講座 ９０講座

82%

平成22年度予算（計画）

基本目標

市長マニフェストの執行状況 ４点　実施中であり、ほぼ達成できる見込み

生涯学習

２点　施策の達成にある程度効果があった

４．豊かな心と創造性を育むまちづくり

協働のまちづくり

成果指標名

成果指標の
説明

成果、目標

学ぼうとする市民に

① ②

参加率１講座あたりの平均参加者数

参加者/講座数

誰でも、いつでも、どこでも、何でも学習できる環境整備を図る

５０００人

平成22年度計画平成20年度実績

９１講座

５０５３人

85.40%

項　　目

成果指標②

延べ参加者数 ４６４０人

公民館講座開設事業

教育委員会　文化ｽﾎﾟｰﾂ課（旧生涯
学習課）

3405

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

公民館における講座等を開設することによって手　　段

基本目標、施策に対する貢献度

事務事業名

284



⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

1.00人
次長
課長級

補佐級 係長級 一般職 非常勤 1.00人 再任用

Ｈ21
人工計

0.80人
次長
課長級

補佐級 係長級 一般職 非常勤 0.80人 再任用

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

総合評価 Ｄ 事業の廃止を検討すべきである

効率性 Ｂ　投入された予算、人工にほぼ見合った成果をあげている

2,630

330

1,840

平成22年度計画

必要性

2,064

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績

224

Ｃ　市が実施しなくてもよい

財源
内訳

今後の改善計
画

公民館自体、すでに講座開設の力が充分ある。

公民館自体がすべて実施していく。

現在の課題、
問題点

過去の改善点

2,630 2,064

公民館の指定管理者制度も来年度から２期目に入る。従来までは公民館で
市主導の講座を開設することにより、利用者の拡充を図ってきたが、

Ｄ　民間で実施

0

人件費
を含む
事業費

2,300

330

0

285


